
2O� TOWN＊ Public Relations

平成26年度

算
平成 26 年度予算規模は、82 億 2,500 万
円。前年度と比較して約 7億 6,000 万円
（10.2％）増加となりました。ここでは、
本年度予算の概要をお知らせします。

予

町税
34 億 3,212 万円
(41.7%)

町税
34 億 3,212 万円
(41.7%)

繰入金
5 億 4,800 万円 (6.7%)
繰入金
5 億 4,800 万円 (6.7%)

分担金及び負担金
9,328 万円 (1.1%)
分担金及び負担金
9,328 万円 (1.1%)

諸収入
8,250 万円
(1.0%)

諸収入
8,250 万円
(1.0%)

国県支出金
14 億 5,647 万円
(17.7%)

国県支出金
14 億 5,647 万円
(17.7%)

町債
10 億 3,850 万円
(12.6%)

町債
10 億 3,850 万円
(12.6%)

 地方交付税
9 億 4,000 万円
        (11.4%)

 地方交付税
9 億 4,000 万円
        (11.4%)

地方消費税交付金
3 億円 (3.7%)
地方消費税交付金
3 億円 (3.7%)

地方譲与税
1 億 5,759 万円
(1.9%)

地方譲与税
1 億 5,759 万円
(1.9%)

その他の交付金 4,949 万円 (0.6%)
　　自動車取得税交付金 2,000 万円
　　地方特例交付金 1,389 万円
　　利子割交付金 600 万円
　　交通安全対策特別交付金 460 万円
　　配当割交付金 400 万円
　　株式等譲渡所得割交付金 100 万円

その他の交付金 4,949 万円 (0.6%)
　　自動車取得税交付金 2,000 万円
　　地方特例交付金 1,389 万円
　　利子割交付金 600 万円
　　交通安全対策特別交付金 460 万円
　　配当割交付金 400 万円
　　株式等譲渡所得割交付金 100 万円

その他 1 億 2,705 万円 (1.6%)
　　使用料及び手数料 7,661 万円
　　繰越金 5,000 万円
　　財産収入 44 万円

その他 1 億 2,705 万円 (1.6%)
　　使用料及び手数料 7,661 万円
　　繰越金 5,000 万円
　　財産収入 44 万円

歳入
82 億

2,500 万円

邑楽町の

▼
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、
前
年
度
比

0.6
％
減
の
34
億
３
、２
１
１
万
６
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
復
興
特
別
税
に

よ
る
加
算
分
や
景
気
動
向
を
考
慮
し
た

町
民
税
の
増
加
、
地
価
下
落
な
ど
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
減
少
な
ど
を
推
計
し

た
結
果
で
す
。
▼
前
年
度
と
比
べ
て
大

き
く
増
加
が
あ
っ
た
の
は
国
県
支
出
金

（
＋
３
億
４
、７
８
２
万
円
）と
町
債（
＋

２
億
８
、２
４
０
万
円
）
の
２
つ
。
道

路
整
備
や
高
島
幼
稚
園
改
築
な
ど
の
事

業
に
対
す
る
国
や
県
の
補
助
金
制
度
の

利
用
と
、
そ
の
事
業
執
行
に
必
要
な
町

債
の
借
入
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

歳入
町
税
は
前
年
度
比
0.6
％
減

国
県
支
出
金
が
増
加

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
は
、
基

本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る
会
計
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

▼
町
税

　町
民
税
（
個
人
・
法
人
）、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
、

町
が
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
税
金

▼
繰
入
金

　
町
の
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

入
れ
る
お
金
。
預
金
を
下
ろ
す
よ
う
な
も
の

▼
国
県
支
出
金

　
町
が
行
う
仕
事
に
対
し
、

国
や
県
が
出
す
補
助
金
な
ど
。
使
い
道
は
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る

▼
町
債

　
町
の
借
金
。
一
時
的
に
大
き
な
支

出
が
必
要
な
時
や
、
将
来
の
町
民
も
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
場
合
に
、
決

め
ら
れ
た
手
続
き
で
借
り
る
お
金

▼
地
方
交
付
税

　
地
方
自
治
体
の
財
政
力

に
応
じ
て
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。
自

治
体
間
の
財
政
格
差
を
縮
め
、
全
国
ど
こ
で

も
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的

▼
地
方
消
費
税
交
付
金

　
消
費
税
の
う
ち
、

地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税

　
国
が
国
税
と
し
て
集
め

た
お
金
を
、
地
方
自
治
体
に
配
分
す
る
も
の

【
歳
出
】

▼
民
生
費

　
主
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど

も
、
ひ
と
り
親
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
教
育
費

　
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
教
育
施

設
の
整
備
や
運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

用
語
説
明

一般会計予算　82億 2,500万円

▼
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
教
育
施
設

の
整
備
や
道
路
の
整
備
に
関
係
す
る
費

用
へ
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
最
大
限
経
費
削
減
に
努
め
、
よ
り

一
層
の
効
率
化
と
堅
実
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。
▼
対

前
年
度
増
加
額
が
大
き
い
教
育
費
（
＋

４
億
７
、０
８
６
万
円
）
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
長
柄
小
学
校
の
プ
ー
ル

や
、
高
島
幼
稚
園
の
改
築
な
ど
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
・
教
育

環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
費
用
を
計

上
し
ま
し
た
。
▼
こ
の
ほ
か
本
年
度
の

主
要
事
業
は
、
本
紙
４
～
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

歳出
教
育
費
・
土
木
費
へ
重
点
的
に
配
分

投
資
的
経
費
が
前
年
度
比
63
％
増

歳出
82 億

2,500 万円

民生費
22 億 4,553 万円
(27.3%)

民生費
22 億 4,553 万円
(27.3%)

教育費
15 億 1,373 万円
(18.4%)

教育費
15 億 1,373 万円
(18.4%)

　　衛生費
11 億 2,111 万円
　　(13.6%)

　　衛生費
11 億 2,111 万円
　　(13.6%)

　　土木費
9 億 7,294 万円
　　(11.8%)

　　土木費
9 億 7,294 万円
　　(11.8%)

総務費
8 億 4,400 万円
(10.3%)

総務費
8 億 4,400 万円
(10.3%)

公債費
6 億 8,927 万円
(8.4%)

公債費
6 億 8,927 万円
(8.4%)

消防費
4 億 1,940 万円
(5.1%)

消防費
4 億 1,940 万円
(5.1%)

農林水産業費
1 億 6,692 万円
(2.0%)

農林水産業費
1 億 6,692 万円
(2.0%)

商工費
1 億 688 万円 (1.3%)
商工費
1 億 688 万円 (1.3%)

議会費
1 億 1,233 万円 (1.4%)
議会費
1 億 1,233 万円 (1.4%)

予備費
2,000 万円 (0.2%)
予備費
2,000 万円 (0.2%)

労働費など
1,289 万円 (0.2%)
労働費など
1,289 万円 (0.2%)

行政の支出を目的別に区分したものが目的別経費です。
行政事務配分の割合として見ることもできます。

目的別グラフ歳出

依存財源（47.9％）
自主財源（52.1％）

▶問合先　役場総務課 Ｇ 47-5004

2014＊MAY3

性質別グラフ歳出

投資的経費（16.4％）
義務的経費（40.7％）

やさしさと活気の調和したまちCloseup
クローズアップ ◎平成 26年度予算

▼
衛
生
費

　
ご
み
処
理
や
母
子
保
健
、
検
診

な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
土
木
費

　
橋
や
道
路
、
公
園
や
排
水
路
な

ど
の
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
総
務
費

　
選
挙
や
税
金
の
徴
収
、
広
報
誌

の
発
行
な
ど
、
行
政
運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
公
債
費

　
町
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て

ら
れ
る
お
金

▼
消
防
費

　
消
防
施
設
の
整
備
費
や
、
消
防

組
合
の
負
担
金

▼
農
林
水
産
業
費

　
農
家
の
支
援
や
用
水

路
の
整
備
な
ど
農
業
振
興
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
議
会
費

　
町
議
会
の
運
営
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金

▼
商
工
費

　
町
内
の
商
工
業
者
な
ど
の
支

援
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
労
働
費

　
雇
用
対
策
な
ど
、
勤
労
者
の
支

援
に
使
わ
れ
る
お
金

【
性
質
別
内
訳
】

▼
人
件
費

　
職
員
の
給
料
や
議
員
の
報
酬

と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
扶
助
費

　
福
祉
や
医
療
の
費
用
と
し
て

給
付
さ
れ
る
お
金

▼
公
債
費

　
町
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て

ら
れ
る
お
金

▼
投
資
的
経
費

　
建
物
の
建
設
や
道
路
、

公
園
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
お

金▼
補
助
費
等

　
各
種
の
補
助
金
や
負
担
金

と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
物
件
費

　
備
品
の
購
入
や
事
業
の
委
託

費
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
繰
出
金

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に

繰
り
出
さ
れ
る
お
金

▼
維
持
補
修
費

　
町
が
管
理
す
る
公
共
施

設
の
維
持
保
全
に
使
わ
れ
る
お
金

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
３
つ
の
特
別
会
計
予

算
の
合
計
金
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て

約
１
億
５
、０
０
０
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
別
会
計
は
、
高
齢

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
医
療

費
、
介
護
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
年
々

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
社
会
保
障
制
度
は
、
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
安
定
し
た
運
営
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
の
抑

制
と
健
康
増
進
の
た
め
、
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
や
保
険
適
用
の
適
正
化
に

努
め
ま
す
。

　後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
群
馬
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
や
健
診
な

ど
を
実
施
。
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
推

進
し
ま
す
。

　介
護
保
険
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
心
し
て
介
護

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
の
相
談
事

業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　学
校
給
食
事
業
で
は
、
地
産
地
消
を

推
進
し
な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
給
食
を
提
供
。
食
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
で
は
、
安

定
し
た
水
の
供
給
と
、
快
適
な
生
活
環

境
を
目
指
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

社会保障制度の
運営安定化が課題

特別会計 予算額 対前年度比較

国民健康保険 30億5,810万円 6,171万円

後期高齢者医療 2億2,040万円 1,722万円

介護保険 17億7,174万円 7,074万円

下水道事業 3億593万円 －633万円

学校給食事業 2億4,883万円 －157万円

水道事業
収益的収入 5億4,626万円 2,841万円

資本的支出 2億2,284万円 7,163万円

健康・安心・快適のために特別会計予算

特定の歳入・歳出を一般会計と区分して経理
する会計が特別会計です。５つの特別会計と
水道事業の企業会計に区分されています。

▶特別会計は、公共料金や保険料など、主にその事業収入で
歳出を賄うことが求められている事業を経理するための会計
です。主に税金で賄う一般会計とは区別して経理します。
▶水道事業は、民間企業のようにその事業の利益（水道料金）
などで経費を賄うことが原則になっています。民間企業に似
た会計制度で経理しています。そのような会計は、地方公営
企業法の適用企業会計（法適用企業会計）と呼ばれます。

ワン
ポイント
!

特別会計とは？水道事業の企業会計とは？

特別会計の基礎知識

医
療
費
・
介
護
給
付
費
の
抑
制
の
た
め

健
康
増
進
・
介
護
予
防
を
推
進

歳出
82億
2,500万円

人件費
14億7,970万円
(18.0%)

人件費
14億7,970万円
(18.0%)

補助費等
13億7,148万円
　　　(16.7%)

補助費等
13億7,148万円
　　　(16.7%)

扶助費
11億7,487万円
(14.3%)

扶助費
11億7,487万円
(14.3%)

普通建設
事業費など
13億5,669万円
(16.4%)

普通建設
事業費など
13億5,669万円
(16.4%)

物件費
12億764万円
(14.7%)

物件費
12億764万円
(14.7%)

繰出金
8億2,079万円
　　(10.0%)

繰出金
8億2,079万円
　　(10.0%)

公債費
6億8,927万円
(8.4%)

公債費
6億8,927万円
(8.4%)

その他
8,370万円 (1.0%)
その他
8,370万円 (1.0%)

維持補修費
4,086万円
(0.5%)

維持補修費
4,086万円
(0.5%)

性質別経費▶行政の支出を経済的な
性質別に区分したものが性質別経費
といわれています。人件費・扶助
費・公債費などは支出の削減が
容易ではないため、義務的経
費に分類されます。
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【
子
育
て
・
教
育
】

▼
県
が
こ
れ
ま
で
少
人
数
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
導
入
し
て
き
た

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に

代
わ
り
、
本
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た

学
力
向
上
の
た
め
の
特
配
教
員
を
活

用
し
て
、
重
点
化
し
た
学
力
向
上
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
▼
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
し
て
打
ち
出
し
た
英
語

教
育
改
革
に
先
駆
け
、
本
年
度
か
ら

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
こ

れ
ま
で
の
３
人
か
ら
６
人
に
増
員
。

町
内
全
小
中
学
校
に
配
置
し
て
、
英

語
教
育･

国
際
理
解
教
育
の
充
実

強
化
を
図
り
ま
す
。
▼
教
育
施
設
に

つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
継
続
事
業
の

長
柄
幼
稚
園
改
築
工
事
で
は
、
本
年

度
第
２
学
期
に
新
園
舎
が
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
▼
長
柄
小
学
校
の

プ
ー
ル
改
築
事
業
、
高
島
幼
稚
園
改

築
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
老
朽
化
が
顕
著
な
北
保
育
園
の

改
築
工
事
設
計
に
も
取
り
組
み
、
子

育
て
・
教
育
に
必
要
な
環
境
整
備
や
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
設
備
の
修
繕

な
ど
、
安
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

交通安全施設整備事業…887 万 1,000 円

地
域
で
生
産

地
域
で
消
費

地
域
食

【
地
産
地
消
】
　農
業
振
興
課

▼
生
産
者
と
消
費
者
の
関
係
を
確
立

し
、
地
域
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。
▼
学
校

給
食
の
地
元
産
米
全
量
導
入
を
実
施
し

た
こ
と
に
加
え
、「
そ
ば
の
町
」
推
進

活
動
環
境
の

整
備

▼
人
生
の
各
時
期
に
応
じ
た
社
会
教
育

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
す
べ
て
の

町
民
が
い
つ
で
も
自
ら
の
意
思
で
、
創

造
的
な
学
習
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
な

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
▼
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
の
建
設
に

向
け
て
設
計
者
を
選
定
し
、
多
方
面
か

ら
の
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
、
基
本
・

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】
　生
涯
学
習
課

ホールを備えた中央公民館の建設は、長年
の課題でした。平成 8年と 21 年には、町
や議会に対して、それぞれ約 8千人、1万
人の署名を添えて請願や要望が提出される
など、多くの期待が寄せられていました。
そして、25 年度、建設に向けて町議会全
会一致で社会教育施設建設基金が設置さ
れ、積み立てが始まりました。本年度から
は、建設のための経費について国からの補
助金（交付金）が認められ、いよいよ具体
的な作業が開始されることになりました

地産地消事業…68 万 6,000 円

中央公民館建設事業…7,398 万 8,000 円

地
域
の
課
題

解
決
の
糸
口

協
働

【
企
画
政
策
】
　企
画
課

▼
現
総
合
計
画
が
27
年
度
で
目
標
年
次

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
28
年
度
か
ら
町

が
目
指
す
10
か
年
の
将
来
像
と
政
策
の

大
綱
を
定
め
る
第
６
次
総
合
計
画
を
２

か
年
で
策
定
し
ま
す
。
▼
本
年
度
は
町

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
課
題
の
整

理
、ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

住
民
意
向
を
反
映
し
た
基
本
構
想
の
原

案
を
検
討
し
ま
す
。
▼
昨
年
度
創
設
し

た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
」

制
度
の
普
及
を
図
り
、
住
民
自
ら
考
え

行
動
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

まちづくり事業…1,522 万 5,000 円

北保育園改築事業…1,476 万 9,000 円　高島幼稚園改築事業…4 億 2,613 万 8,000 円
 英語指導助手設置事業…2,347 万 5,000 円　長柄小プール改築事業…1 億 5,683 万 5,000 円

学
習
支
援
と

施
設
の
改
築

事
故
の
撲
滅

【
交
通
安
全
】
　安
全
安
心
課

▼
25
年
度
中
の
県
内
の
交
通
人
身
事
故

の
約
６
割
を
占
め
る
の
が
高
齢
者
で

す
。
高
齢
歩
行
者
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢

運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
▼
交
通
事
故
防
止
に

向
け
て
は
、
大
泉
警
察
署
や
町
交
通
指

導
隊
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
全
国
・
県
民
交
通
安
全
運
動
、
各

種
交
通
教
室
な
ど
を
展
開
し
て
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
ま
す
。

▼
交
通
事
故
の
撲
滅
に
向
け
、
交
通
事

故
発
生
件
数
の
多
い
交
差
点
や
、
そ
の

付
近
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
継
続

し
て
実
施
し
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

グリーンベルトで注意喚起

　子
ど
も
支
援
課

　学
校
教
育
課

邑楽町の平成26年度予算規模は、82億2,500万円。
今年度に取り組む具体的な事業を紹介します。 CLOSEUP

本物の発音に触れて、英語に親しみを
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福祉医療費支給事業…2億 100万円

福
祉
の
向
上

【
医
療
費
助
成
】
　住
民
課

▼
医
療
費
（
保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負

担
分
）
を
公
費
で
負
担
す
る
福
祉
医
療

費
支
給
事
業
を
、引
き
続
き
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
子
ど
も
、重
度
心
身
障
害
者
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
で
す
。
▼
こ
れ

は
対
象
者
の
病
気
の
早
期
治
療
を
促
進

し
、
医
療
費
の
軽
減
と
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
▼
今
後
も
対
象

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
制
度
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
※
本
紙
８
ペ
ー
ジ
参
照
。

共
生
で
き
る

地
域

【
障
害
者
福
祉
】
　健
康
福
祉
課

▼
制
度
の
改
正
で
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

必
要
な
か
た
へ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
切

れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。
▼
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成

に
つ
い
て
、
利
用
者
へ
の
周
知
徹
底
を

行
い
ま
す
。
▼
障
害
の
あ
る
か
た
が
、

地
域
の
中
で
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
支
援
、
ま

た
、
機
能
訓
練
や
生
活
訓
練
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
の
強
化
に
、
引
き

続
き
努
め
ま
す
。

介護給付・訓練等給付事業…2億 58万1,000円

消防施設事業…2,154万7,000円

い
ざ
と
い
う

そ
の
時
に

【
消
防
】
　安
全
安
心
課

▼
25
年
度
中
の
町
内
の
火
災
発
生
件
数

は
11
件
、
前
年
に
比
べ
て
火
災
件
数
は

５
件
増
加
し
ま
し
た
が
、
損
害
額
は
減

少
し
、
死
亡
者
数
０
人
と
昨
年
を
下
回

る
結
果
で
し
た
。
▼
今
後
も
、
被
害
を

最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
た
め
、
消
防

団
や
婦
人
消
防
隊
、
常
備
消
防
と
連
携

し
、
火
災
予
防
意
識
の
普
及
啓
発
、
消

防
設
備
の
整
備
充
実
と
維
持
管
理
を
行

い
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

頼れる赤い消防車

おうら中央公園北広場整備事業…6,500万円

憩
い
の
場

▼
現
在
、
整
備
推
進
中
の
お
う
ら
中
央

公
園
北
広
場
（
仮
称
）
で
は
、
25
年
度

ま
で
に
桜
の
植
樹
（
大
島
桜
・
江
戸
彼

岸
・
う
こ
ん
桜
）、
芝
張
り
な
ど
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
本
年
度
も
引
き
続

き
、
国
の
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、
多
目

的
な
利
用
の
で
き
る

広
場
と
し
て
整
備
。

27
年
度
中
の
全
面

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

ま
す
。

【
公
園
緑
地
】
　都
市
建
設
課

シンボルタワーから望む「おうら中
央公園北広場（仮称）」は約３．３㌶

広域公共バス整備事業…1,204万6,000円

移
動
手
段
の
確
保

【
公
共
交
通
】
　企
画
課

▼
日
常
生
活
で
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
公
共
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。
▼
町
の
南
部
を
経
由
し
、
館

林
厚
生
病
院
や
館
林
駅
を
結
ぶ
館
林
・

邑
楽
・
千
代
田
線
と
、
町
の
北
部
を
経

由
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
や
太
田
記

念
病
院
を
結
ぶ
邑
楽
・
太
田
線
の
２
路

線
が
あ
り
ま
す
。

高齢者など交通弱者の
通院や買い物でも活躍

地域で生産されたものを、その地域で消費
することを「地産地消」といいます。また、
健全な食生活を実践することができる人を
育てる「食育」の推進が全国的な運動とし
て展開されています

やさしさと活気の調和したまちCloseup
クローズアップ ◎平成 26年度予算

消費者行政事業…712万8,000円

被
害
の

未
然
防
止

▼
25
年
度
中
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数

は
２
２
９
件
（
前
年
度
比
47
件
減
）
で

し
た
。
▼
し
か
し
、
新
た
な
手
口
の
悪

質
商
法
は
後
を
絶
た
ず
、
消
費
者
被
害

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
が
連
携
し

て
対
処
で
き
る
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。

【
消
費
者
問
題
】
　消
費
生
活

　セ
ン
タ
ー

や
農
畜
産
物
の
新
規
導
入
を
検
討
し
ま

す
。
▼
生
産
者
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
る

地
産
地
消
の
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
元
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

研
究
な
ど
、
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。


